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l序論
近時家庭用電気機器の普及はめざましいものがある。乙の原因には吾国の敗戦後の経済復興ないし
成長，また工業生産における技術革新等があげられるが，就中生活思潮の変革によるものが大きいと
考えられる。戦前まで徳川時代の長く続いた封建制を通じて，国民は儲教および仏教の影響で生活を
楽しむととを不徳とする傾向や，不快な環境にあっても反媛せずにあきらめるという性質をもってき
た。明治維新以後は西洋の文物は移入されても，乙のような生活思潮は為政者によって勉めて維持さ
れ，国家権力の資本主義的発震に利用されてきたともいえる。しかるに敗戦後政治体制に西欧的なデ
モクラシイの制度が採用されるとともに近代的な個人主義が広く国民に渉透し，生活思潮は各個人が
自由に豊かな生活を享受しようというように急速に変革してきたのである。
家庭用健気機器では，まず洗濯機が爆発的に普及し，脱村には自家水道装置をなす圧力水糟ポンプ
が広く採用された。 ζれらは直接家事労働を節減させるものである。ついでテレビ， 自動電気釜，電
気冷蔵庫等が急速に普及してきたが，乙れらは家事における余骸を生みだすとともに個人生活を豊か
にするねらいをもった機器という ζとができょう。一方閉じように家族の生活をまもり快的にする室
内空気条件を調整する機器についても，暖房には各種ストープが採用され広く普及してきた。しかし
ながら冷房には機械設備自体が高価につくとと，また従来の日本住宅が自然通風にたよる防暑的な機
構をもっていたので，かえって冷房には適当ではない乙と等から冷房設備の住宅にたいする普及は遅
れていた。なお扇風織はζのような条件のなかで急速に普及したととは前にも述べる処があったり。
， ζ乙3・4年前経済の高度成長が日呼ばれるとf1法山地I I I T九
一l終i35.
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図1 主要家庭用電気機密の生産成長率〈昭32年基単)
( 27) 
共lζ一部国民の所得が増大し，ルームクーラー
が普及し始める気運を生ずるに至った。ちなみ
に主要家庭用電気機器の生産台数の成長率を文
献~)より求めると ， 昭和 33 年度以後はルーム
ク ラーが常に第1位の成長率を示している ζと
がわかる(図1参照)。なおJレー ムクーラーの
普及の別固には，戦前の住宅事情iζ比し，現代
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の住宅及ひ事敷地が狭小化し，住宅が集約的に建てられるので一層夏季の暑さが耐え難くなってきた乙
と，またコンクリート造の住宅が一般化し，通風性が減じ，建物の熱容量が増大し， 室温上昇の時間
的遅れによってかえって夜間の熱的環境が悪くなった乙と等が考えられる。上述のようにルームクー
ラー普及の気運がきざしてきた時機にあたり，その選択の基準を調べ，合理的な運用管理法を求める
住居学的研究は，わが国民生活上充分な意義を有するものと信ずる。
本研究の具体的な研究目的を列記すれば下記の如くなる。
1)ノレームクーラーによる室温低下の略算方法を探究し，実剖値と比較検討する。もし略算法が相
当の精度を有するならば，これによって性能の既知である任意のクーラーを採用する場合の室温低下
が，任意にあたえられた住宅について求められよう。
2)クーラーによる室温低下以外にも冷房効果をあらわす体感温度の示標となる要素，すなわち室
内湿度，風速'.周壁の表面温度等の変化が如何になるかを知らねばならない。これ等の変化の定量的
研究は未だ進んでいないので，本論文では測定例の一部を示し，その定性的性状を検する。
3)冷房を行うためには窓等を閉鎖した住生活がおζなわれる。したがってクーラーを使用する場
合は非冷房住宅におけるように充分な換気がある生活がおとなわれない。との場合室内空気が非冷房
住宅と比して如何に汚染されるか，あるいは汚染される ζ とがないのかは不明である。本論文では室
内塵挨量及び落下細菌数を検することによって住宅にクーラーを使用する場合の衛生学的な検討を試
みる。
~ 2 実 験 方 法
1.採用ルームクーラー
一般に住宅に採用するノレームクーラーにはコンソール・タイプ ConsoleTypeとウインド・タイ
プ WindowTypeとがある。前者は主として水冷式で量容が大であり，後者は空冷式で量容が小で
ある。前者には冷却水として多量の井水又はクーリング・タワーで予冷した市水が用いられ，冷場k
系統l乙別途lζ設備費及び経常費を要する。一般住宅には後者の方が簡便であるので本論文ではζれを
対象とした。 実験に採用したクーラーはM社製W-420型で，その大要を表uと示す。
署員1 採用ルームクーラーの容量(カッコ内数字は 50サイクルの場合〉
電 源 庄縮機 送風機 除 慶
(R -12) (1150) | 馴 )l hhプル| 
525X366X340 I 100 V 400 W -30 W 1350 280 ー エアフィJレター
なお同型クーラーにつき4社22種の製品につきカタログにより構造，性能等を検討した。その結果
それらには大した異差がない乙とが伺われ，標準冷却能力とワット数との関係、及び標準冷却能力と価
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格との関係等をプロットし図示したが大体同じような傾向を示した(図は省略)。 ただ小容量のクー
ラーにおいてはヒートポンプ式暖房装置を採用しているものと，そうでないものでは明かに価格上格
差があり，また単に冷却能力と記して性能をあらわしているものでは除湿能力を冷却能力に含むのか
どうか不明のものがあった。従って精密にはウインド型クーラーの性能比較をする ζとは不能で，統
一的な実験法及び性能の表示法がJ1 S等で早急に制定されるととが必要である。
2.被験住宅
被験住宅として環境条件及び住宅の諸条件が等しくなるように， RCアパートの隣接する住戸をと
り，一方を冷房住戸とし，他方を非冷房住戸として比較対象しやすいようにした。なお著国の今後の
住様式を考慮すれば，一般的な規模(約1住戸当り 35mりの公営RCアパート往戸を被験住宅とす
る乙とは別に有用な意義を有する。
被験住宅は大阪市上町台地lζ位置し，半
地下室附4階建共通階段式アパ トーであり
図 21ζ示すごとく 1階中央部の2住戸で，
その平面図を図31ζ示す。械は正確に南面
G-L し，天井高は 2M360である。住戸各壁
体の構造については次節表4に附記する。
図2 被実験住戸の位置 冷房住戸は居住者成人2名，内1名は主婦
T -;a.;昌』量的ι骨..-.，..肘t明.~豊富れ
H-空気鎌耳王位..-'5-x門 円
図3 被実験住戸の平面図 (測定位置附記)
(1)室)の北側欄間で，図31ζ附記する。
3.測定方法
1)熱的環境条件の測定
で実験期間中概ね在宅していた。非冷房住
戸は成人2名，子供1名で，成人2名は昼
間は概ね不在， 子供は午前中不在のζとが
多かった。冷房住戸は終日窓及び障子閉鎖
の場合及び冷房時のみ閉鎖の場合の実験を
行い，非冷房住戸は実験期間中終日網戸を
使用して窓隊子等を開放していた，ただし
ビニールのすだれを外部に使用している。
なおクーラ一位置は冷房住戸の北室(冷房
i )気温及び湿度はリシヤール型自記温湿度計5基を用い，アス7 ン通風湿度計により校正し
た。測定個処は図3に附記する。測定高さは床上約1M200であるが，台所のみは作業の妨げとなる
ので棚上部である。
i)室内微風の測定にはカタ寒暖針を用いた。測定位置は冷房 (1)室及び (2)室，非冷房南室の
( 29 ) 
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夫々中央，床上1Mの位置である。
. ii)幅射温の検測にはグロープ黒体寒暖計を用い，気温は棒状寒暖計，気動はカタ寒暖計を用い
た。測定位置は前項と同じである。、
2)換気測定
換気量の測定は北川式 CO2検知器を用いた。すなわち CO2 の発生源を在室実験室としガス拡散
の式より換気量を算出した。測定位置は前項と同じである。
3)空気汚染測定
i )慶挨測定は自動式漉紙塵挨計(エァ・サンプラー)2達式を用いておとなった。設置場所は
半地下室で，空気採取場所は室内床上 1M600，半地下室床上 1M2∞，外気地上2Mの高さで，夫
々の位置を図31ζ併記する。
i)落下細菌数の測定はコッホ氏の方法によった。シャーレの曝露時聞を5分間とし培養時聞は
24時間及び 48時間とした。なお測定位置は前項と同じである。
4)外部条件の測定
必要とする外部条件のうち前 3)項を除き，温度，湿度，風向，風速等は測定を省き気象台測定値
を用いた。乙れらは被験住宅と気象台との直線距離が約2KMであるので殆んど等しいと考えられる
からである3凡なお気象台測定の雨量 ・曇量 ・水平全天日射量等も参照した。
4.実験期間
昭和36年7月 18日より 8月初 固まで34日聞を実験期間とし，その間冷房室の条件を加えた実
験，昼夜連続冷房の実験等をお乙なった。なお空気汚染の実験は7月下旬に実施した。
S 3 実験結果 と吟味
1.ルームクーラーによる室温低下
クーラーによる冷房室の温度変化を定量するために，先ず換気量を測定し，次いでクーラーの除湿
量よりその顕熱冷却力を求める。乙れらより冷房実験の1例をとり計算値と実測値を対比せしめる。
1)冷房室の換気量
冷房室において継続的に諸測定作業をおこなっている成人3名を CO2 の発生源とし，10時 30分
における CO2濃度 K1=0.06%，13時 30分における濃度 K2=0.0796であった。いま換気による
室内ガス濃度変化の一般式は
M J_"，-ET kz=ko÷(1-e-ET)15-・e (Kl-KO) (1) 
乙ζに Koは外気のガス滋度，Eは換気回数/h，M は室内ガス発生量 mS/h，Qは室の換気量であ
る。いま一般の居室の如く E=1-6，Tが1時間以上の場合は，e-ETは零に収殺するのでは)式
は
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Kz=Ko ・ト号 (2) 
本 (1)式は式の定常状態を示すものである。 Ko=O.04 %， M=0.066 m3/h (成人極軽作業時のCUz
呼出量を 0.022m'/hとする)， Q=Ex55m'として換気回数を求めると
E=4.0/h (3) 
同様に夜間成人1名1時より就寝(CU2 呼出量 O.011m3/h)， 1名終夜極軽作業の冷房室におけ
る5時 40分における Kz=O.0696より
E=&Wh ~ 
以上換気実験における外部風条件および室内外温度を表21ζ示す。
表Z 冷房室の換気実験諸要素
時間|風向|風速Ib.t I E 時間|風向 |風速Ib.t I E
10.00 SE 1.5 3.0 1.00 NNW 1.7 5.0 
1.∞ N 3.2 3.4 2.00 N 1. 7 2.0 一
12.00 WSW 6. 7 3.4 一 3.00 E 0.3 1.6 
13.00 WSW 5.8 3.0 4.00 ENE 1.7 2.2 
14.00 w 4.7 3.0 4 5.00 NNW 1.2 2.2 3 
15.∞ w 5.7 3.2 6.00 NNE 1.3 2.3 
2)クーラーの除湿量
冷却脱湿機に関しては室内空気温 ・湿度と脱湿量との関係を示したデータはあるが，ウイン ド型ク
ーラーについて未だ確かなデータは見られない。本研究では実験値より除湿量を一定として推定す
る。実験は室内無人の終夜冷房した場合を採用した。
いま外気の比湿 Wog/kg，室内始めのそれを W}，ある時間後を W2とする。換気回数を E/h，
室内水蒸気発生量を M g/h，クーラーの除湿量を D g/h，換気量 Q m3/h，室気積 Vm'，温度
。における空気の単位重量を刊とすれば， (1)式と同様に
F"!" M-D 官 TW2=WO+ (l-e-ET)一一一一一+e-ET(W 1-W 0) (5) マoQ 
換気回数を 3/h程度とし， 1 h毎の測定をお乙なえば (2)式と同綴lζ
M-D W.=W.十一 -ー
ー γo¥，l (6) 
ただし lh毎の測定において外気の Woは W2 の測定時のものをとる。 (6)式より除湿量Dは
D=(WO- 2)γoQ十M (7) 
いま初期の室内比湿 W 1もその 1h前の定常時の比湿を示すものとすれば，除湿量lζは室内l乙畜え
られる水分量を含むので， (7)式より
D= (WO-W2) 判 Q+M+(KI-Kz)刊 V (8) 
実験において， M=O， (4)式より E;=3として lh毎に除湿量を求め，表31乙示す。
署長3より除湿量は相当安定した値を示しているととがわかる。本実験では遠鏡してクーラーを運転
( 31 ) 
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型軽3 クー ラー の除湿量の計算しているので最大値 D=1，070g/hをとってク
ーラーの除湿量を代表せしめる。その潜熱量
H. Iま，Lを水蒸気の潜熱(約 300Cで 580
Kcal/h)とすれば，
込 IW1 gr/惚Iw 2 gr jkg I w 0 g叫 D仇
H.=D・L=621Kcal/h (8) 
使用クーラーの標準冷却能力は 1，350 Kcal/h 
であるから，クーラーの潜熱負荷は全冷却カの
約 475ぢとなる。また顕熱のみの冷却カ H.は
Hを標準冷却能力として
H.=H-H.宇730Kcal/h 
3)冷房室の熱取得計算理論
12-1 I 
1-2 
2-3 
3-4 
4-5 
5-6 
(9) 
12.9 12.9 18.2 1040 
12.9 12.5 17.8 1070 
12.5 12.7 17.9 1∞o 
12.7 12.6 17.8 1050 
12.6 ロ.7 17.7 980 
12.7 12.5 17.6 10ω 
室内温度が一定で外気温が変動する場合の絡算法については，定常計算をもととして不定常項の修
正をおとなう方法が ASHVEGuide4l Iζ採用されている。クーラーによる冷房実験では室内温度も
変動するので厳密にはとの方法fは用いるれないが，1・h毎の測定においては室内温度変動によって壁
体に蓄えられる熱量変化はネグリクチィプなものと考え，乙れを準用する。以下その理論の大要をの
ベ補足する。
定常状態の伝熱の一般式は，壁体を貫流する熱量を H.K臼l/hとすれば，
H..=K (θ。ー θl)Ft ua 
ζとにKは熱貫流率 Kcal/m'2hOC，Fは面積m九tは時間h，80， 8rは夫々室内外温。Cを示す。
壁面lζ日射のあるときは獲表面において，
H..={aJ.+α。(80-θl)lFt U1) 
ζζlζaは壁体の幅射吸収率，J.は全輯射量K'cal/mzh，α。は壁体外側の熱伝達率 Kcal/飴2hOC，
θ1は鐙外表面温度。C0 Ol式を変形して，
Hw=α。{(aα。J.十θ。)-OllFt
H，.=α。(8.-81)Ft=K (8.-8l) Ft 
(121 
13l 
O.は相当外気温 (S01-Air Temp. )といわれているものである。
次lζ壁体の周期的伝熱を考慮すれば，相当外気温 8.=8em+8eacosωtが周期的に変動する場
合，ある時間の伝熱量は次式で近似される，
rHヤ=K(θemー θl)十P(θJーθ"m)}Ft 141 
と乙iとO岨は相当外気温の平均， pは室内への熱流の振巾減少率， 仇'は熱流の位相 Fに相当する
時間だけ以前の相当外気温である。なお P及びrについての計算法及び内外の熱伝達率をあたえた
場合の計算図表は京都大学前田敏男教授の著書Sliζ詳述されている。
日射による窓の伝熱量 Hg は
Hg = k. Ig'f F g 1 '15) 
k.は窓の遮蔽係数， Igrはヵ・ラス面を透過する全天空幅射量 Kcal/m2h，Fgはガ・ラス面積 血2
( 32 ) 
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署長4 冷 房 室の w体各部表
室 名|方位|種 類| 材 料 |面 積 SI熱貫流率 K I取得熱量 SK
冷 房 (1) N 
壁窓
コ ンク窓リ紙ー ト 3. 77 3.45 13.0 
11 11 ガラス 節子 2.41 2.7 6.5 
11 E コン クリ ー ト 6.61 2. 79 18.4 
11 S 11 コンクリート 2.03 2.79 5.7 13.1 木 造 真 革主 3.08 2.4 7.4 
11 11 
襖聖EE草
3.11 1.68 5.2 
11 w 木造真鐙戸 7.35 2.4 17.6 
1/ 1/ ※ベニヤフラッシュ 1.43 2.4 3.4 
冷 房 (2) N 室主 コンクリ真ー ト 2.03 2.79 5.7 13.1 木造 壁 3.08 2.4 7.4 
1/ /1 
後壁 3.11 1.68 5.2 1/ E コン クリ ート 8.61 2.79 24.0 
11 S // 11 6.11 3.45 21.3 
11 // 窓 ガラス窓紙障子 3.75 2.7 10.1 
1/ w 壁 コン造ク ート 5.56 3.45 19.2 29.1 
木 真壁P 4.13 2.4 9.9 
1/ 1/ 扉 ※ベニヤ 1.61 2.4 3.9 
厨 房 N コン ク リート 4.80 3.45 16.6 
/1 1/ ガ 造7 ス
戸喜善
0.98 5.0 4.9 
1/ E 木 真ヤ 7.35 2.4 17.6 11 1/ ※ベ木 -ー 1.43 2.4 3.4 
1/ S 造 実 4.00 2.4 9.6 
1/ // ※べ ー ヤ 1.29 2.4 3.1 
1/ w コンクリート 5.64 2.79 15.7 
浴 室N 
鐙窓壁
コンクリ ー ト 1.50 3.45 5.2 
1/ 1/ 1l 7 ス 戸 0.58 5.0 2.9 
1/ E コン造クリ ー ト 4.48 2.79 ロ.5
1/ S 11 ※木ガ ラ 真ス 戸壁 0.62 2.4 1.5 ε， 11 E壁a 1.93 2.9 5.6 
1/ w コンク リ ート 5.19 2.79 14.5 
便 所 N 
壁E扉ま
木 造 莫ヤ
壁P EE
2.06 2.4 4.9 
1/ // 》長ベ 1.13 2.4 2. 7 
1/ E 木 造 真 2.36 2.4 5. 7 
1/ S 11 1/ 2.69 2.4 6.5 
11 w 11 コンクリ ー ト 2.08 3.45 7.2 
玄関廊下 N 壁
木 造 真 戸警喜 2.45 2.4 5.9 11 11 扉 ※ガラ ス 1.93 2.9 5.6 8.7 
※木ベ 造ニ 真ヤ 1.29 2.4 3.1 
1/ E 援扉 2.87 2.4 6.9 11 11 ※ベニヤ 1.61 2.4 3.9 
11 S 壁 コン造クリ 一 2.97 3.45 10.2 15.1 
※木ベ ニ 真ヤ 戸壁 2.65 2.4 4.9 11 11 
腕壁扉
1.13 2.4 2. 7 
1/ w コンクリ ー ト 2.35 2. 79 6.6 
1/ 11 スチール戸 1.61 6.0 9.7 
冷 房 (1) 床 タ タ 、、 敷 8.31 0.7 5.8 
11 天 井 11 8.31 0.7 5.8 
冷房凶 床 タ タ 、 敷 15.0 O. 7 10.5 
11 天井 1/ 15.0 O. 7 10.5 
厨 房 床 板 張 3.74 1.5 5.6 
1/ 天井 1/ 3.74 1.5 5.6 
浴室日 コン クワ ー ト 1.74 3.1 5.4 w 天井 1/ 1.74 3.1 5.4 
便所 床 コ ンクリ ー ト 1.14 3.1 3.5 。 天弁 1/ 1.14 3.1 3.5 
玄関ホール 床 板 張 2.43 1.5 3.6 
天井 1/ 2.43 1.5 3.6 
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である。Igr は直逮日射と天空幅射に分け，夫々のガラスの透過率及び吸収率より求められる。
{也iと人体による顕熱発熱量を Hh.器具による発熱量を Heとすれば，全熱取得量 H.は次式で
示される。
H. =}; H.+}; Hg+}; Hh+}; Ho 
4)熱取得量の計算の要点
11~ 
表4jと各室の各壁体の面積，熱貫流率，熱貫流量 Kcal/hOCを示す，ただし ※印のない，墜体の
熱貫流率は文献6)の値を採用し，※印のものについては改めて計算をおζなった。
(12)式の J.の値は署国の都市についての資料もあるがη，実用のためには Guideの記述に準じ，
一般建築材料につき標準外気温及び日射をあたえた場合の各時間，各方位の相当外気温が求められて
いる。本計算に採用した文献めは東京におけるものであるが，熱的薄壁でない一般の壁体では自身すの
違いによる誤差は貫流熱量においては僅少となり，広い地域に採用してよいものとされている。 なお
標準外気温と測定時の外気温の差より相当外気温を補正する。
凶式の振巾減少率および位相の計算は前記文献5)によりおζなった。 ただし非冷房住戸と隣接す
る壁体については両側の熱伝達率を 6Kcal/m2hoCとし， 天井・ 床はたたみを含む4層墜として多
層壁の周期的熱伝導等の解法を用いた。それら 表5 壁体の周期的伝熱における内部熱流のp.r.
の結果を表51ζ示す。 方位|種類 |材 料 Ip I r 
なお冷房室iζ隣接する住戸および室の周期的
温度変化，すべて非冷房住戸の測定値をとり，
冷房室西側の押入および便所は中間室となるの
でコンクリー ト20cmの墜におきかえた。また
床の伝熱の場合は半地下室の実測値にもとづき
計算した。
(15)式の透過輔射量 Igr は気象台の全天空
水平日射量より推定すべきであるが，なお直達
N 
E 
S 
w 
日射蚤と天空白射量との関連iζ仮定を要するので"，本論文で
は実用されている東京におけるデータ一川を採用した。また遮
蔽係数は窓に42cmのひさしがあり，ガラス ・障子があるので
地面からの再轄射も考慮して 0.5とおいた。
他』ζ内部発生熱として在室者および電力使用量の記録から，
成人の顕熱発生量45Kcal/h・Prをとり電力は860KcaI/KWH
として計算した。また換気回数は 4.0/hとした。
5)冷房室の室温変動
冷房室の温度を(}Il> (}12. (}13……と仮定し，それに対応し
た熱取得 H鍔). H. 2 • H.s……を前記の方法で計算し図にプロ
ットする。乙れより両者の関係、曲線を求め， クーラーの顕熱冷
( 34) 
壁
盛
星章
重E
臨= 
a時= 
天井
床
コンクりー ト 0.3 5.1h 
コンクリ トー 0.12 5.1h 
コンクリート 0.3 5.1h 
コンクリー ト 0.12 5.1h 
コンクリート 0.27 5.1h 
コンクリート 0.12 5.1h 
一C.W.タタミ 0.03 6.4h 
C.W.タタミ 0.03 6.4h 
、...9:・
・ーーー..-・-一・IH ， • 
:s ，Jo 2? ←王百五;;:--j面 ~I
T酎np._ .C 
図4 冷房室混の図解法
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却能力 730Kcal/hIC対応する室温を求める(図4参照)。
冷房実施の1例をとり室温計算衰を署長61ζ示す。乙れを実測例と対比して図 51C示す。図より計算
値は充分な精度を示しているζ とがわかる，特iζ日没後は実測値と計算値は完全に近い状態で一致し
ている。
時間→ Qin 
260C 
Hsn 27
0C 
280C 
290C 
Hs Kcal/h 
Qi OC 
~ 
宮崎
55 
51 
:5 
'c 
21 I 22 I 23 I 24 
‘'ぺ--"------一一・¥、、ーL、 、一一"一-ーーー ・『、
可写耳石E
T14 三三一ー す4 雪 (0 "T ・~寸了寸言唱 14.市噛，.，.唱 岬 :r.， 2f n ~~ 24 I 
-ι 
•• 
図5 ルームクーラー による室温低下
、.
一
s ・ ・ ，. ，. ・A ・c ，・ ‘T ，・ '. .・ ‘苛箇回ー.~ 忌4・
2を 鴛崎両
図6 歓喜章往戸IC各容量のルームクーラー を録用した場合の室温変化
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6) )レー ムクーラー の選択
実験期間の7月18日より34日聞の平均温度をとり，被験住宅tζM社製のクーラ-W-420， W-
620， W-820各型を採用した場合室温が如何に変動するかを上記計算法で求め，図6Iζ示す。ただ
し各クーラーとも除湿冷却能力を47，ぢ とし，8時より22時まで冷房し，昼間は成人1人， 子供1人
(25 Kcaljh)の在室とし， 18時以後は成人1人を加える。その他使用電力を 20Kcal/hとし，金時
間共3回換気として計算した。
図6より被験住宅に採用すべき容量のクーラー は，非冷房室iζ対し常に約 40C 以上の低下を示し
室温を約 270C以下iζ維持でさる W-620型 (冷凍機 回OWatt)で充分であるととがわかる。
2.ルームクーラーによる感覚的温度の低下
1)実効温度の低下 時
測定のl例をとり温度，湿度の実 27 
Ezs 
H 
測値より比湿および実効温度 Effe-
ctive Temp.を算出し表71L示し，
E.T.の変化を図71ζ示す。 ただし
室内微風速は実測値を参照(後出)
ト 2A. 
u 
〉
:古 ~a
」ヘぜん. _--
~ 
古担
し冷房室は 0.3mls，非冷房室は不 u 
ij;.T..' .t:.Jt・再
安定ではあるが 0.5m/sとして 計
算した。 " tO II I'Z I~ ・.... '' TI t-1~ ..-j・ t・17 ¥8 l守 2・21 '1'1 '2.. 34 
以上より微風速は減少しでもクー 図7 冷房時の実効温度の変化
表7 冷房時の比湿および実効温度 (E.T.)の変化
時 関 I 9I 10I 11I 12I 13 I 14I 15I 16I 17I 18I 19I 20I 21 22 23 24 
冷 温度 。c 29 29.8! 30. ~ 28.5 27.9 27.8 27.9 27.5 27.4 27.3 27.1 26.6 26.5 26.5 
湿度 % 66.0 64.0163.0 63.0 62.5 62.0 62.0; 61.5 61.5 61.5 61.0 60.0 59.5 59.0 59.0 59.0 
房 比湿gj'は 16.8 17 117.7 15.5 14.7 14.6 14.8' 14.5 14.5 14.3 14.1 13.8 13.3 13.0 12.9 12.9 
(1) E T oc 25 25.61 26.2 24.3 24.1 24.0 23.9， 23.5 24.0 23.3 お.023.0 22.9 22.4 22.3 22.3 
ト一一一 一ーーー ー一 ト一一一
冷 温 度 。C 29.8 30.8 30.4 29.5 29.0 29.0 mo『9 8 n o 
29.0 28.7 28.5 28.0 27.6 27.4 27.6 27.8 
温 度 予6 筋.065.0 66.0 64.0 63.0 62.0 62.0i61.5 62.0 61.5 61.0 伺.059.5 59.0 58.0 58.0 
房 比 湿gハ~ 17.4 18 17.9 16.7 16.1 15.9 15.9 15.8 15.9 15.5 15.2 14.3 13.8 13. 7 13.5 13.5 
(2) E T oc 25.8 26.6 26.4 25.4 24.9 24.8 24.8 24.7 24.8 24.1 24.0 23.5 23.1 お.023.1 お.3
• 31.0 非 温 度 。C 29.0 29.5 -30.0 31.0 31.2 31.5 31.7，31.9 32.0 31.5 31.3 30.9 31.0 31.0 30.8 
冷 湿 度 % 65.0 63.5 57.5 57.5 
53.0 49.0 56.0 56.0 60.0 56.0 62.0 62.5 61.0 61.0 61.0 62.0 
比 湿gjほ 16.4 16.4 15.5 16.3 15.0 14.2 16.0 16.3 18.1 15.9 17.8 17.5 17.2 17.1 17.1 17.2 
房 E T Oc 24.9 25.2 25.1 26.0 25.5 25.0 26.3 26.5 幻.026.2 26.9 26.5 26.1 26.3 26.3 25.4 
同72 ヨfi外 温 度 。c32.0 33.2 34.1 34.8 34.0 34.4 34.0 32.41山司市161775 1 29.3 28.6 28.3 27.9 湿 度 96 56.0 50.0 49.0 50 48 44 51 45 45 51 166 64 65 69 72 
気 比 湿g/匂 16.5 15.9 16.1 16.8 16.0 15. 1 17.0 15.5 15.0 16.7 16.3 16.9 17.2 
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ラー の除湿効果lζよって，非冷房室lζ対する冷房室の実効温度の低下は室温の低下と略々同じである
といえる。
2)室内平均幅射温MRTの変化
MRTは効果温度 OperativeTemp.および等価温度 EquivalentWarmthの1要采である。測
定の1例のみを表 8，図81C示す。
表8 冷房時の平均伝射温 (MRT)の変化
測定室
時
以上より目射の多い時聞にはMRTは室温よ
り 0.5-1.5。己高いととがわかるが，非冷房室
においては冷房室に比しより不利であるとにな
る。
3.室内空気汚染
1) !I挨濃度の変化
%・
1 ト一一一 Yリ
.c 8 9 to .， 'L 内 ，4 Ji' I瓦寸 r 19 l' 白
TIME-ー・
図8 冷房時の平均信射温変化
自動式法紙座挨計の指度は標準黒色の吸収率
を 1∞， 法紙を0とおいて光電池を用いて比色
した値をとっている。指度の 100-110倍が労
研式塵挨計の個数jccIC相当するとされている
が，勿論庫挨粒子の大きさ，性質の相違によって換算精度は低下する。
先ず冷房室，非冷房室，地下室，外気の4者の非冷房 喝
時の連続測定例の一部を図91ζ示す。ただし冷房室は非
冷房室同様網戸をした状態で窓を開放している。
図より 4者の平均塵挨濃度は殆んど等しし いづれも
外気に支配されて変動する乙とがわかる。 ただし半地下
室は関口面積が小で変.動の較差が他にくらべ小さい。
冷房室と非冷房室との庫挨盆の比較を 図 10Iζ示す。
図中前日の 11-18時には冷房室は4名在室，非冷房室
は無人で生活条件による影響が明らかにでている。 18時
←‘4 2 
0 包。
c'" 
le 
a‘ 
ヨ邑
等.
~ 
IBU 
一地電??
ニニ~I"，..紅
一一・蝿τ~ 4.~ 
Mι 1.‘・. 
マ・4‘ー-
‘， . 
'2'4- "% .4 .. '9 
以後は両室とも居住条件は略々等しい。 図9 al!挨濃度の連続測定例
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冷房室と非冷房室の鹿挨浪度変化
両者を比較すると非冷房室は外気の影響を直接的にうけて鹿換量のピークを正確に示しているが，
冷房室は外気の変動が緩和され，
図10
かつ遅れをともなって変動している ζとが伺われる。文献叫による
と実験クーラ一等に採用されている金属製のエァフィルターの除康効果は相当少いζとが示されてお
り，また一般の日本住宅のように換気回数が大である場合は除鹿効果は現われがたいものであるが，
なお表示の後日の冷房期聞にはその効果が僅少ながらでているものと考えられる。
2)落下細菌数の比較
落下細菌数による空気の汚染度は署長9のように示される問。測定値を表10Iζ示す。
表9 落下位細菌数による空気汚染判定(東京都案)
汚染度 |清 浄 |やや榊|普 通|やや汚染|汚
細菌数 |回以下 151-ω11∞-1991200-2991測以上
E長
測定4点の 10'"'18時におけ
る細菌数の平均は冷房室 10.3，
非冷房室 22.0，外気 35.0，半
地下室9.3となり，タト気は風の
冷房室.その他の落下位細菌数
時間 10∞ |立∞ 14.∞ 19.∞ 包∞
冷房 室 4 (5) 7 (10) 14 (16) 37 (37) 11 (19) 7 (ロ) 2 (6) 9 (1U! 13 (16) 3 (4) 1 (6) 
非冷房室 30 (7) 3 (η 29 (49) 一 9 (24) 9 (25) 51 (ω) 19 (26) 21 (34) 29 (30) 一
外 気 56 (55) 15 (14) 32 (35) 54 (46) 一 一 18 (18) 一 一 一 一
半地下 10 (20) 13 (20) 5 (14) 一 一 一 9 (26) 一 一 一 一
時間 23.∞ 24.∞ 1.∞ 4.00 5.00 5.30 6.∞ 10.00 11.∞ 12.∞ ( )内は
冷房室 2 (3) 6 (6) o (1) 21 (30) 11 (18) 2 (6) 4 (4) 21 (37) o (1) 1 (5) 48時間繕
非冷房室 一 一 一 一 一 一 一 2 (4) 3 (4) 6 (9) 君豊
表10
影響で大となり，半地下室は無人で小となる乙とが考えられる。昼間非冷房室は無人であり，冷房室
は4名在室にもかかわらず，冷房室はより清浄であり，特iζ居住状態が同じになった 18時以後にお
いて冷房室は非常に清浄な範囲にとどまっている ζとが注目される。
( 38 ) 
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~ 4 研 究 成 果
本研究の項目は熱的条件と衛生的条件の広範囲にわたっているので個々の問題について完全に追求
しえたとはいえない。 しかし住居学的な窓味においてルームクーラーの多角的な性能について綜合的
な研究の成果がえられたものと思う。以下簡単iζ研究の成果を列記する。
1.ルームクーラーによる室温低下の略算法
クーラーの除湿量および冷房室の換気回数を実験により求め， ASHVE Guide による熱取得計算
法を応用して，室温変化を求める方法を案出した。乙の略算法による計算値と実測値とを比較し，充
分な精度がえられるととを証明した。
なお本略算法を使用して，クーラー の容量を合理的に決定する方法をのぺた。
2.冷房時の感覚温度の低下
感覚温度を温 ・湿度及び気動で論じる実効温度の低下は，略々室温の低下に等しいものと考えて差
支えない。ただし幅射温を考慮する場合，冷房室の日射時の感覚温度は，室温lζ0.2-0.70C (MR 
T と室温の差の約半分〉を加算して考えなければならない。なおζれは非冷房塗においても同様で
ある。
3.ルームクーラー使用室の室内空気汚染
冷房室の空気汚染について，塵挨量から乙れを論ずれば一般の換気がある室では殆んど外気lζ支配
されるので特に問題とならない，むしろ僅少ながらクーラーの除塵効果により非冷房室より清浄であ
るといえよう。
一方落下細菌数から論じると，箆挨量の場合と途い，明らかに冷房室はより清浄である。
後記
1.本研究の費用の一部およびルームクーラーは松下電器産業K.K.の提供によるものである。 深
く謝意を呈する。
2.本研究の概要は空気調和 ・衛生工学会37年度秋季学術潟演会(於東京，10月初 日)において
発表した。題目は次の如し，
I. RCアパート住戸にクーラー を用いた場合の室温変化について。
1I. RCアパート住戸にクーラー を用いた場合の住居衛生学的検討。
i主記
1)著者:卓上電気扇の性能比較，本学部紀袈 VoI.2. No. 3. 1955年3月。
2)日本電気工業会資料.i新生活と電気J1961年12月号。
( 39 ) 
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3)気象台と被験家屋との気象条件がほとんど変らないという実測例は次の論文にも示されている。
伊藤正文，著者 :南方団地住宅の湿湿度測定.岡本建築学会研究報告 No.2.1953... 5年。
斉藤平蔵 :床下の防湿花関する研究ω。企上 No.22，19日年5月。
4) ASHVE編:ASHVE Guide (1950年度版以後)
5)前E敏男 :伝熱学.建築学大系 8.P.289...301. 19お年。
6)日本建築学会編 :住宅の保湿設計，学会設計計画パンフレγ ト2.19弱年。
7) 1951年より主要気象台で全天日射震の測定がなされている。
8)内田秀雄:空気掬制の基本計画.P.95. 1955年。
井上字市:空気調和ハンドブック.P. 46...55， 195必手。
9 ) 直遥日射置と天空日射震とを分けて測定したものは次の文献のみである。 小木曽定彰，斉藤平~. 松尾餓 :
日射量測定について.日本建築学会大会学術講演要旨集.昭和37年9月。
10)注 8)の後者文献。
1)藤井正一，今野啓一:エヤーフィルターの法治効果について，日本建築学会論文報告集No.57.昭和32年
7月。
会上 :国産エヤーフィルターの性能試験について，会上論文報告祭 No.60.昭和33年10月。
12)東京都衛生局.普通室内空気試験成績判定額僧草集。
Summary 
Rec:コently，the window ty戸 r∞m cooler has以:lenadopted to∞01 ]apan閤 hou記S
in釦 mmer.We were， therefore， inter白凶 in[finding how cool a ]a伊n飽 house
bec沼meby a c∞ler， and whether or not the in-d∞r air was polluぬdby inefficient 
ventilation. 
In this児portwe pre舘nteヨanapproximate method of回 lculationfor temperature 
of也ec∞I泊gr∞m，and出e陀却ltsshowed也ata∞Insidぽablea白山acycould be 
obtained in∞m碑ri田nwith temperature m回 surede.勾erimentally.The問fore，we can 
sel配ta suitable r∞mc∞lerwh田ecapacity is suited for the h回tgain of a given r∞m. 
Inm回suringthe Effl配 tiveTemperature and the M回nRadiant Temperature泊
c∞ling r∞m， we showed that a記nsibletem戸raturewas n回 rly問uivalentto in-d∞r 
tem戸raturethere， and也atthe air-conditioned room was not polluted by dust and 
凶cteria.
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